
釈文の訂正と追加

丘

庫

袴禁
狭ざ

遺
跡
（第

一
七
号
）

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
袴
狭
字
内
田

・
字
谷
外

２
　
調
査
期
間
　
　
第
九
次
調
査
ａ
　

一
九
九
四
年

（平
６
）
六
月
―

一
二
月

第
九
次
調
査
ｂ
　
一
九
九
五
年

一
月
１
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
大
平
　
茂

・
鈴
木
敬
二

・
中
村
　
弘

・
岡
　
昌
秀

。

服
部
　
寛

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
行
跡

・
祭
祀
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
平
安
時
代

。
中
世

７
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

袴
狭
遺
跡
は
兵
庫
県
の
北
部
を
流
れ
る
出
石
川
の
支
流
、
袴
狭
川
流
域
で
確

認
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
過
去
の

一
連
の
調
査
に
よ
り
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安

時
代
の
官
衛
跡
及
び
水
田
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
九
世
紀
代
に
お
い

て
は
出
石
郡
行
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
第
九
次
調
査
は
、
此
隅
山
北
麓
に
接
し
た
水
田
部
の
二
地

点
を
調
査
し
て
い
る
。
本
誌
第

一
七
号
で
は
第
八
次
調
査
、
第
九
次
調

査
と
し
て
報
告
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
第
九
次
調
査
に
該
当
し
、
前

者
を
ａ

（Ｂ
８
地
占
一
、
後
者
を
ｂ

（Ｂ
ｌＯ
地
点
）
と
し
て
訂
正
す
る
。

ａ

（Ｂ
８
地
占
こ

で
は
、
四
時
期
の
遺
構
面
を
調
査
し
、
第

一
面
で
は

中
世

（室
町
時
代
）
の
濤
を
、
第
ニ
ー
四
面
で
は
奈
良
―
平
安
時
代
の
建
物
群

と
濤
を
検
出
し
て
い
る
。
ｂ

（Ｂ
ｌＯ
地
占
一

で
は
、
水
田
跡
三
面

（平
安
時
代
―

中
世
）
と
、
そ
の
下
層

（奈
良
―
平
安
時
代
）
の
河
道
を
検
出
し
て
い
る
。

木
簡
は
本
誌
第

一
七
号
で

一
三
点
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、
第
九
次
調
査
の

い
と
し
て
掲
げ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
検
討
で
釈
文
に
訂
正
す
べ
き
部

分
が
見
つ
か
っ
た
の
で
再
掲
す
る
。

ま
た
、
遺
物
整
理
の
過
程
で
新
た
に
ａ

（Ｂ
８
地
占
じ
か
ら
四
点
の
木
簡
の

出
土
が
確
認
さ
れ
、
出
土
木
簡
の
点
数
は
第
九
次
調
査
で
合
計

一
七
点
と
な
り
、

袴
狭
遺
跡
の
う
ち
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
担
当
分
の
調

査
全
体
で
は
四
二
点
と
な
っ
た
。
ま
た
、
墨
書
は
な
い
が
木
簡
状
の
形
態
を
有

す
る
木
製
品

（○
≡

一型
式
）
は
、
九
点
を
確
認
し
て
い
る
。

②
は
第
ニ
ー
三
面
の
建
物
群
に
伴
う
濤
か
ら
、
①
い
は
排
水
濤
か
ら
の
出
土

で
、
層
位
的
に
は
第
二
面
よ
り
下
層
に
あ
た
る
。
①
は
第
二
面
の
上
位
の
遺
物

包
含
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

。
「

出
石
郷
秦
部
牛
万
子
薄

口
霜
緯
一脚
げ

己
口
分
桑
□
口
回
四
口
国
」

。
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
日
日
日

日
日
日
凹
足
石
　
　
」

∞誤
×
Ｓ
×
頓

自
解　
Ｙ

一ω



口

□

「
□
□
水
中
知

「
安
万
□
□
当
□

(5)   (4)Ｄ
の
表
は
人
名
を
現
存
三
行
三
段
に
わ
た
っ
て
列
記
し
、
合
点
を
付
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
上
段
の
記
載
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
内
容

の
帳
簿
で
あ
る
か
は
不
詳
。
裏
に
は

「論
語
序
何
晏
集
〔酢

］
〕の

記
載
が
あ
る
。

同
じ
第
九
次
調
査
ａ
に
お
い
て

『論
語
』
公
冶
長
篇
の
文
言
を
記
し
た
木
簡
が

出
土
し
て
お
り

（本
誌
第
一
七
号
一
②
）、
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

①
は
、
倉
の
収
納
に
関
わ
る
も
の
、
い
は
交
易
糸
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
断
片
の
た
め
内
容
は
不
詳
。①
に
関
連
し
た
も
の
と
し
て
は
、
同
じ
第

九
次
調
査
ｂ
に
お
い
て
、
宝
亀
九
年

（七
七
八
）
の
年
紀
を
も
つ
、
西
七
倉
の
稲

の
出
納
に
関
わ
る
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
（本
誌
第
一
七
号
二
ω
）。
（藤
田
　
一じ

「
日
下
部
国
□

〔族
己

日
―‐
□
部
酒
継

□
日
大
日
□
嶋
□
□
　
　
口
日

日
Ｈ
］当
女

・
□
論
語
序
何
晏
集
〔醜
己

。
□
　
西
二
行

一
倉
回
収
納
日
――
□
」

。
□
回
収
納
日
下
部
乙
訓
　
　
　
　
」

□
辺
乙
豊
日
己
今
交
易
絲
□

。

ｉ

！

□
□
南
元
□
□
大
□
経
□
」

・
ｉ

！

」
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